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生 態 

①分類
ヒメグモ科・ゴケグモ属　ハイイロゴケグモ，クロゴケグモ等
②分布
外国：オーストラリア，ニュージーランド　ポリネシア，台湾等
日本：大阪府，兵庫県，三重県等

③特徴（メス)
体長；１０～１５mm脚を広げると３０mm程度体色；成体で概ね黒色腹部背面；オレンジ色～赤色のネクタイ様の模様腹部腹面；｢砂時計｣様の赤い模様成熟期は、茶色がかり、模様の色も薄くなる体型；大きなエンドウ豆形でほっそりとした脚を持つ産卵直前には腹部は膨らみ、１０mmにもなる
④特 徴 （オ ス）
体長；２～５mm程度体色；頭胸部や脚は褐色腹部背面；灰白色で中央に縁取りのある白い斑紋があるその両側に黒紋が２列に並ぶ（後半に繋がり黒条になることがある）体型；腹部が細く、頭部の蝕肢が生殖器官として発達し（目玉のように見える）、丸く膨らん
⑤卵 大きさ；6～１０ｍｍ程度形；球形色;乳白褐色で区別ができる

食 性 

●餌となるものは偏重せず、巣にかかる昆虫等は何でも食べる
●ワラジムシ、コガネムシ、カメムシ、ゴキブリ等があるが、特にダンゴムシ、アリが多い
●幼グモの主要な餌は、アリで共食いもある
●食欲は極めて旺盛

巣 の 特 徴 

●３つの部分からなる（隠れ家・わな糸・わな)巣から長い糸が地表の直ぐ上まで伸び、粗い不規則な糸を絡めたわなを仕掛けている
●糸は粘性が強い
●捕食した昆虫類の殻や、落ち葉等のゴミを沢山つけている
営巣場所 (生息場所）
●地上から近い小空間の物陰
●餌となる小動物のいる場所
●日当たりがよく、普段管理の行き届かない構造物・壁等の水抜き管内部
・雨水排水溝のグレーチングや会所のコンクリート蓋内部
・駐車場の段差の鉄板等の裏や車止め
・駐輪場の支柱の基部、フェンスの隙間や放置自転車等
・空き缶類や古タイヤの中
・金網フェンスの支柱やガードレールの支柱の空間
・遊具の隙間やベンチの隅
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手作業による掻き取り
 ●分散した営巣場所や、小集団、冬季の駆除に有効・巣ごと掻き取り・掻き取り後ピレスロイド系殺虫スプレーを使用

薬 

●広い範囲の駆除に有効
・直接噴霧が基本だが、クモは網の下や巣の中にいるので、薬剤がかかり難く、特に冬季は巣網が密となりほとんど効果がない
・卵嚢には効果がない
●ピレスロイド系あるいはカーバメイト系薬剤の噴霧や煙霧剤散布

焼却 

●ガスや灯油バーナーで巣や卵を焼いてしまう
・火を使用できる場所には最も有効
・工作物の材質や延焼等の恐れで、使用が制約される却

噛まれた時の対応 

[症状]

・噛まれた瞬間､針で刺されたような痛みを感じる
・数分から１時間後位に､噛まれた部分の周りが腫れて赤くなる
・痛みは次第に全身に広がる
･悪化すると、多量の汗をかいたり、寒気や吐き気などが現れることがある
・通常は、数日から数ヶ月で回復する例が多く、重症になることはほとんど無いが、重症例では筋肉
麻痺が生じることもある

[処置]

●万一噛まれた時は、余分の毒を温水や石鹸水で洗い落とす
●できるだけ早く病院に行って治療を受ける
●病院には、セアカゴケグモか否かを確認するため、噛まれたクモを殺して持参する

今後への対応 

●広域的にみれば、根絶や生息数の減少は困難
●全面的な拡大ではなく、市街地の住居の密集地ではほとんど確認されず
●マンションや団地､駐車場､駅前広場､公園､学校等での確認が中心
●スポット的には、根絶や生息数の減少は可能
●多くの人、特に子供の多い場所では、危険性が高いので駆除が必要
●生息状況の調査､及びセアカゴケグモについての知識の普及、噛まれた時の危機管理等の啓発を
必要に応じ実施

